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1 柏市内の交通空白地域の状況 

1.1 交通空白地域の状況 
立地適正化計画で居住誘導区域と指定している場所のうち、交通空白地域は以下の図に示

す範囲である。柏駅周辺の中央地域に多く広がっている。 

 

交通空白地域の条件 

 立地適正化計画での居住誘導区域のうち、以下の範囲より外側に位置する地域を設定 

  鉄道  柏駅・柏の葉キャンパス駅 1km 

      その他駅  800m 

  バス停（片道 15 本/日以上） 300m 
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1.2 交通空白地域における人口の状況 
交通空白地域内の人口および高齢者割合を示す。 

中央地域を中心に空白地域内の人口が多くなっており、特に柏駅と南柏駅間、柏駅と豊四

季駅間で多くなっている。 

 

 

人 口 
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高齢者の割合は地域により大きな差はみられない。 

 

 
 

 

高齢者割合 
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2 交通空白地域におけるアンケート調査（高齢者） 

2.1 調査の目的 
柏市内の交通空白地域において、特に今後交通手段が限られてくる高齢者の移動実態を把

握し、適切なサービスの提供を検討するため、高齢者を対象としたアンケート調査を実施し

た。 

 

2.2 調査の概要 

2.2.1 実施概要 

調査概要は以下のとおり。 

 

調査対象：柏市内の交通空白地域（居住誘導区域内）に居住する高齢者（65 歳以上） 

配 布 数：500 票 

調査期間：平成 29 年 7 月 12 日～平成 29 年 7 月 24 日（回収期限） 

 

2.2.2 調査項目 

アンケート調査の設問は以下のとおり。 

 

日常の移動 

自動車の移動 

運転免許の有無 

免許返納の意向 

返納しない場合の理由 

外出時の自動車の利用方法 

自宅の最寄の鉄道駅 

自宅の最寄のバス停 

目的別の主な移動 

（日常的な買物、通院、非

日常の買物、娯楽 別） 

外出頻度 

移動交通手段 

店舗名・目的地 

片道の移動時間 

公共交通でなければ生活に影響のある目的地（自由記載） 

公共交通の利用に不便な事項（自由記載） 

コミュニティバス

交通について 

コミュニティバス 1回の想定運賃別の利用頻度 

コミュニティバスの運行費用の負担方法別の運行希望 

公共交通について 公共交通への希望（自由記載） 

個人属性 

住所（町丁目）（自由記載） 

年齢 

世帯構成 
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2.3 調査結果 

2.3.1 アンケートの回収状況 

アンケートの回収状況は以下のとおり。 

 

配布数 500 票 

回収数 243 票 

回収率 48.6％ 

※7 月 31 日回収までで締め切り 

 

 

2.3.2 アンケートの集計結果 

(1) 回答者属性 

1) 居住地 

 

 

18% 55% 17% 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

居住地

北部 中央 南部 沼南

n=233

 

 

 

2) 年齢 

 

 

21% 23% 37% 19% 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年齢

65歳以上70歳未満 70歳以上75歳未満 75歳以上80歳未満

80歳以上85歳未満 85歳以上

n=219

 

 

○どの年代でも一定の回答を得ており、中でも最も多いのは 75 歳以上 80 歳未満の

37％である。 

○回答者の居住地は中央地域の 55％が最も多く、次いで北部地域の 18％である。 
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3) 性別 

 

 

45% 55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別

男性 女性

n=242

 

 

 

4) 世帯構成 

 

 

21%

28%

13%

23%

28%

33%

38%

36%

42%

32%

35%

32%

9%

7%

15%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北部

中央

南部

沼南

世帯構成

単身 夫婦のみ 子と同居 その他

n=40

n=127

n=43

n=22

 

○世帯構成では、中央地域では単身者が他の地域より多く、そのほか、北部地域では

子と同居、南部地域では夫婦のみが多い。 

○性別は男性が 45％、女性が 55％である。 
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(2) 日常の移動について 

1) 運転免許の有無 

 

 

＜柏市全体＞ 

51% 49%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運転免許の有無

運転免許を持っている 運転免許を持っていない

n=239

 

 

 

＜性別＞ 

69%

37%

31%

63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

運転免許の有無

運転免許を持っている 運転免許を持っていない

n=129

n=109

 

 

 

＜地域別＞ 

47%

48%

59%

62%

53%

52%

41%

38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北部

中央

南部

沼南

運転免許の有無

運転免許を持っている 運転免許を持っていない

n=39

n=126

n=43

n=21

 

○全体での集計では、半数程度が運転免許を保有しているが、男女別にみると女性の

保有割合は低く 40％以下である。 

○地域別では、南部地域、沼南地域では 60％程度が免許を保有しているが、北部地域、

中央地域では免許の保有は半数以下であった。 
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2) 運転免許返納の意向 

 

 

 

＜柏市全体＞ 

63% 37%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許返納の意向

返納する予定はない 今後返納する予定である

n=124

 

 

＜性別＞ 

69%

52%

31%

48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

免許返納の意向

返納する予定はない 今後返納する予定である

n=46

n=78

 

 

＜地域別＞ 

65%

65%

46%

73%

35%

35%

54%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北部

中央

南部

沼南

免許返納の意向

返納する予定はない 今後返納する予定である

n=24

n=60

n=20

n=15

 

 

 

○運転免許の返納意向は全体では 63％であり、男女別に見ると男性のほうが返納の意

向が高い。 

○地域別では、北部地域、中央地域、沼南地域の「返納する予定はない」が 70％程度

なのに対し、南部地域では 46％と少ない。 
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3) 返納しない場合の理由 

 

 

＜柏市全体＞ 

28%

10%

63%

1%

10%

10%

3%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答） n=72

  

 

 

＜性別＞ 

＜男性＞                              ＜女性＞ 

33%

12%

67%

2%

2%

4%

12%

4%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜男性＞

n=49

  

17%

4%

52%

0%

0%

22%

4%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜女性＞

n=23

 

○全体でみると、返納しない理由として「返納の必要性を感じない」が 63％と最も高

く、次いで「公共交通がなく移動手段がない」が 28％である。 

○男女別にみると、全体での集計結果と同様に「返納の必要性を感じない」が最も多

くなっているが、その他の項目をみると、男性では「公共交通がなく移動手段がな

くなってしまうため」「家族の送迎等の必要があるため」の順になっているのに対

し、女性の場合は「生活・仕事で必要なため」が 2番目となっており、買い物等で

の移動に必要不可欠であると考えられる。 

○地域別にみると、どの地域でも「返納の必要性を感じない」が最も多いが、中でも

北部地域では 82％と他地域より 20％程度多い。また、沼南地域では「公共交通が

なく移動手段がない」が 56％と他地域より多い。 
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＜地域別＞ 

＜北部地域＞                           ＜中央地域＞ 

9%

0%

82%

0%

0%

0%

9%

9%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜北部＞

n=11

 

26%

13%

59%

3%

3%

10%

13%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜中央＞

n=39

 
 

＜南部地域＞                           ＜沼南地域＞ 

33%

11%

67%

0%

0%

11%

11%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜南部＞

n=9

 

56%

11%

56%

0%

0%

22%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公共交通がなく移動手段がなくなってしまうため

公共交通等の返納割引制度がないため

返納の必要性を感じないため

返納の仕方が分からないため

現状では判断できない

生活・仕事で必要なため

家族の送迎等の必要があるため

自由な移動手段が必要

その他

免許を返納する予定はない理由（複数回答）

＜沼南＞

n=9
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4) 外出時の自動車の利用方法 

 

 

＜柏市全体＞ 

46% 20% 1% 32%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外出時の車利用

自ら運転する 家族等が運転して、送迎してもらっている

自動車をもっているが利用していない 自動車を持っていない

n=222

 

 

＜性別＞ 

66%

28%

10%

28%

1%

2%

23%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

外出時の車移動

自ら運転する 家族等が運転して、送迎してもらう
自動車をもっているが利用していない 自動車を持っていない

n=116

n=105

 

 

＜地域別＞ 

44%

42%

49%

65%

18%

19%

26%

25%

5%

1%

33%

38%

26%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北部

中央

南部

沼南

外出時の車移動

自ら運転する 家族等が運転して、送迎してもらう

自動車をもっているが利用していない 自動車を持っていない

n=3

n=44

n=98

n=70

 

○「自ら運転する」が半数程度で、「家族等に送迎してもらっている」が 20％。「自

動車を持っていない」も 32％存在する。 

○男女別では、男性は自ら運転する割合が 66％と高いのに対して、女性では 28％と

半数以下である。また、女性の場合自動車を持っていない割合も高く 40％を占めて

いる。 

○地域別にみると、沼南地域の居住者は自ら運転する割合が他の地域と比較しても高

く、65％を占めている。 
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5) 目的別外出頻度 

 

 

28%

2%

5%

35%

3%

13%

25%

7%

8%

22%

5%

24%

23%

22%

42%

27%

15%

19%

30%

10%

5%

6%

7%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常の買い物

通院

非日常の買い物

娯楽

目的別外出頻度

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日

月に２～３日 月に１日程度 年に数日

この目的での移動をしない

n=222

n=221

n=230

n=227

 

 

 

6) 目的別移動手段 

 

 

5%

7%

11%

5%

9%

10%

7%

27%

28%

34%

33%

10%

12%

17%

17%

6%

4%

28%

21%

17%

18%

24%

16%

8%

9%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常の買い物

通院

非日常の買い物

娯楽

目的別移動手段

鉄道 バス 自動車（自分で運転）

自動車（家族等の送迎） タクシー 自動二輪

自転車 徒歩のみ その他

n=192

n=185

n=201

n=175

 

○日常の買物では、自転車と自動車（自ら運転）がそれぞれ 30%程度と多い。また、

自転車も 24％存在する。 

○他の目的では自動車（自ら運転）の割合が高く、3分の 1を占めている。 

○バスの利用はどの目的でも 10％以下であり、通院、非日常の買い物が他の目的に比

べると高い。 

○日常の買物では 90％が週 1以上外出している。 

○通院、非日常の買い物では外出頻度が低く、週に 1回以上外出している割合は 10％

程度である。 

○娯楽目的での外出は比較的頻度が高く、週 1日以上が 40％存在する。 
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(3) コミュニティ交通について 

1) コミュニティバスの運賃別利用頻度 

 
 

＜柏市全体＞ 

7%

17%

8%

21%

26%

9%

7%

17%

28%

22%

7%

7%

12%

13%

10%

9%

7%

8%

7%

5%

9%

10%

5%

5%

5%

64%

68%

47%

18%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500円

400円

300円

200円

100円

コミュニティバスの金額別利用頻度

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日

月に２～３日 月に１日程度 年に数日

この目的での移動をしない

n=164

n=136

n=148

n=150

n=145

 
 

＜地域別＞ 

＜北部地域＞                         ＜中央地域＞ 

7%

19%

4%

11%

8%

4%

4%

13%

29%

31%

4%

4%

13%

18%

12%

13%

9%

13%

14%

8%

17%

17%

13%

4%

8%

61%

65%

42%

18%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500円

400円

300円

200円

100円

コミュニティバスが地域運行する場合の利用頻度

＜北部＞

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日
月に２～３日 月に１日程度 年に数日
この料金の場合利用しない

n=28

n=23

n=23

n=26

n=24

  

6%

19%

2%

3%

12%

19%

28%

7%

5%

14%

31%

23%

7%

8%

8%

15%

10%

12%

8%

8%

4%

2%

6%

7%

3%

4%

2%

65%

69%

55%

20%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500円

400円

300円

200円

100円

コミュニティバスが地域運行する場合の利用頻度

＜中央＞

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日
月に２～３日 月に１日程度 年に数日
この料金の場合利用しない

n=89

n=75

n=82

n=83

n=78

 
＜南部地域＞                         ＜沼南地域＞ 

7%

17%

33%

25%

8%

9%

31%

7%

8%

8%

9%

15%

20%

17%

8%

7%

8%

8%

9%

8%

13%

17%

67%

73%

46%

13%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500円

400円

300円

200円

100円

コミュニティバスが地域運行する場合の利用頻度

＜沼南＞

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日
月に２～３日 月に１日程度 年に数日
この料金の場合利用しない

n=15

n=11

n=12

n=12

n=13

  

7%

10%

11%

4%

7%

34%

41%

19%

12%

22%

24%

15%

7%

8%

22%

3%

7%

4%

7%

10%

11%

11%

12%

4%

7%

4%

63%

60%

30%

10%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500円

400円

300円

200円

100円

コミュニティバスが地域運行する場合の利用頻度

＜南部＞

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日
月に２～３日 月に１日程度 年に数日
この料金の場合利用しない

n=29

n=25

n=27

n=27

n=27

 

○運賃が 200 円の場合と 100 円の場合とでは利用頻度に大きな違いはなく、週に 1

回以上利用する方が半数以上であった。300円以上になると利用意向が大幅に減少

する。 

○地域別にみると、沼南地域ではどの金額でも利用頻度の低い割合が高く、一方で南

部・中央地域では 200円でも半数以上が週に 1日以上利用するとしている。 
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(4) 負担方法別の運行意向 

 全国では、コミュニティバスの運行にあたり、地域で一定の負担を伴いながら運行す

る方法が増加している。そのタイプ別に運行意向を確認した結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

＜柏市全体＞ 

68%

38%

43%

32%

62%

57%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者負担型

自治会負担型

自治会と市等による自主運営型

負担方法別運行意向

運行を希望する 運行を希望しない

n=176

n=171

n=166

 

 

＜地域別＞ 

＜北部地域＞                           ＜中央地域＞ 

67%

32%

45%

33%

68%

55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者負担型

自治会負担型

自治会と市等による自主運営型

負担方法別運行意向

＜北部＞

運行を希望する 運行を希望しない

n=28

n=30

n=29

 

67%

41%

48%

33%

59%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者負担型

自治会負担型

自治会と市等による自主運営型

負担方法別運行意向

＜中央＞

運行を希望する 運行を希望しない

n=90

n=95

n=92

 
＜南部地域＞                           ＜沼南地域＞ 

79%

47%

42%

21%

53%

58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者負担型

自治会負担型

自治会と市等による自主運営型

負担方法別運行意向

＜南部＞

運行を希望する 運行を希望しない

n=30

n=33

n=31

 

47%

7%

7%

53%

93%

93%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者負担型

自治会負担型

自治会と市等による自主運営型

負担方法別運行意向

＜沼南＞

運行を希望する 運行を希望しない

n=14

n=15

n=14

 

○全体では、「利用者負担型」の場合でも運行を希望する方が 68％存在した。一方、

「自治会負担型」「自治会と市等による自主運営型」では運行希望は 40％程度であ

った。 

○地域別にみると、北部地域、中央地域、南部地域では「利用者負担型」の場合運行

を希望するが 70％前後となっている。特に南部地域ではその割合が高い。 

○沼南地域は、どの負担方法でも運行の希望が半数以下であった。 

【A】利用者負担型：利用状況に応じて、利用者の負担（運賃）を変更する方式 

【B】自治会負担型：地域や自治会等が運行経費の一部を負担する方式 

【C】自治会と市等による自主運営型 

：自治会等の発案により運賃や頻度を設定・運行経費も負担する方式 

 



15 

 

(5) 自由意見の内容 

1) 公共交通がなければ移動が困難な箇所 

 

 

場所 合計 

件数 

地域別割合 

北部 中央 南部 沼南 

病院 29 14％ 11％ 13％ 18％ 

日常の買い物 20 2％ 9％ 10％ 18％ 

非日常の買い物 7 7％ 2％ 5％ 0％ 

鉄道駅 5 0％ 2％ 5％ 0％ 

娯楽 8 5％ 2％ 8％ 0％ 

すべて 9 5％ 3％ 5％ 5％ 

※地域別割合は、各地域の回答者数に対する回答割合 

 

 

 

2) 公共交通に望むこと 

 

 

内容 合計 

件数 

地域別割合 

北部 中央 南部 沼南 

路線バス・コミバス等の運行 44 12％ 19％ 28％ 14％ 

デマンド交通の運行 2 0％ 2％ 0％ 0％ 

バス料金の値下げ 8 0％ 3％ 3％ 14％ 

バスの増便 11 0％ 2％ 0％ 0％ 

バスの小型化 2 0％ 4％ 5％ 5％ 

※地域別割合は、各地域の回答者数に対する回答割合 

 

○路線バス・コミュニティバスの運行を望む意見が特に多くなっており、次いでバス

の増便であった。 

○地域別にみると、南部地域では路線バス・コミュニティバスの運行を望む割合が他

の地域と比べても高く、次いで中央地域となっている。 

○沼南地域ではバス料金の値下げの要望割合が高い。 

○北部地域を除き、バスの小型化に関する要望もある。 

○現在、日常的に移動している箇所のうち、公共交通で移動ができなければ生活に支

障をきたす箇所を確認した。 

○病院との回答が最も多くなっており、地域別にみても病院の割合は高い。 

○南地域では、他の地域に比べて日常の買い物も不便になるとの回答割合が高い。 
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3 調査結果を受けた課題と対策の方向性 

 沼南地区では、自ら運転して移動している方も多く、利用者や自治会等の負担を伴う

コミュニティ交通の運行は受け入れられにくい傾向にある。 

 一方で、特に中央地域、南部地域では自らの負担を伴ってでもコミュニティ交通を運

行してもらいたいとの意向があり、これらの地域では、200 円以下でコミュニティバ

スを運行した場合の週１日以上の利用割合も高く、一定の需要があるとみられる。 

 今後、さらに高齢化が進行し、自動車の運転が困難になる方が増加する可能性が高い

ことから、道路状況等からの運行可能性も考慮しつつ、高齢者の交通手段確保につい

て具体的に検討を進めることも考えられる。 
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＜参考＞アンケート調査票 
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